




































Classroom Activities to Include Children Who Need Special Consideration 
─　Improving quality and ability to create classes that function as “the small society”　─
Akihiko Wakamatsu, Haruka Mizuno1 and Naoko Kage2
Abstract: Building inclusive systems for elementary and special needs education is an important 
challenge. The present study examined the methods of teachers in regular elementary school 
classes that included children with educational support needs. First, we examined the approach 
of the teacher, including their intentions and aims. We then administered a questionnaire and 
analyzed a video recording of class meetings, school events and classroom activities. In addition, 
we created a map of the classroom group, examining the effectiveness of the teaching approach. 
The results indicated that by repeatedly undertaking classroom activity in line with the 
teacher’s intention and aims, the classroom group exhibited a form of self-government. These 
findings suggest that class group organization is an important factor for cultivating the quality 
and ability of the class to operate as a “small society”.




















































































害（PDD）の診断がある A 児， LD 傾向 B 児含む２名，
ADHD 傾向 C 児含む２名，更に，リーダー層（担任






































































































































５月 ７月 １２月 ５月 ７月 １２月 ５月 ７月 １２月 ５月 ７月 １２月
Mean 3.53 3.69 3.68 3.51 3.50 3.58 3.63 3.64 3.81 3.43 3.60 3.64
S.D. 0.49 0.43 0.38 0.47 0.35 0.39 0.42 0.29 0.30 0.50 0.35 0.38
協調維持力 目標達成力 基礎的対話力 創造的対話力
 
５月 ７月 １２月 ５月 ７月 １２月 ５月 ７月 １２月 ５月 ７月 １２月 ５月 ７月 １２月
Mean 3.17 3.57 3.38 3.38 3.50 3.50 3.60 3.68 3.49 3.56 3.65 3.76 3.53 3.79 3.61
S.D. 0.68 0.68 0.60 0.51 0.59 0.53 0.43 0.52 0.50 0.56 0.57 0.26 0.52 0.44 0.40















































Table 5　話合い活動 [10月] 言動分析表（抜粋）
児童の言動























Table 6　話合い活動 [11月] 言動分析表（抜粋）
児童の言動
（司会 = 司，フォロアー = Ｆ数字）
言動分析・
評価














Table 7　話合い活動 [12月] 言動分析表（抜粋）
児童の言動






























❶ 5月 学級活動 話合い活動 学級エール
❷ 学校行事 運動会 下学年リード
❸ 6月 学級活動 係活動 仕事内容充実








































Table 9　A ～ E 児のエピソード
時期 活動内容 概要
A 児❺❻ B 児❼❽ C 児❾ D 児 E 児
❺ 10月 学校行事 学習発表会 意欲的な練習
❻ 日常 休み時間 肩もみ名人
❼ 5月 学級活動 係活動 得意な賞状づくり
❽ 1月 日常 給食 時間内に食す
❾ 4月 学校行事 遠足 他校との交流
 12月 学校行事 ロードレース 学級のために
 5月 教科 国語科 作文指導

































































































内で浮いた存在であった。リーダー層の D 児と E 児
は，学級の中心人物として動きやすいポジションにお
り，誰とでも仲良く遊ぶ。特に D 児に関しては，リー
ダー層のグループと一緒にいることが多い。
　学級集団地図の変化とその要因としては，C 児がグ
ループに所属することができたことが大きな変化であ
る。それは，ビデオ分析やエピソード分析でも示した
ように，他の児童が C 児を多角的に見取り，評価し
た活動場面が多くあったことが要因ではないかと推察
される。
　しかしながら，依然として，特別支援学級に在籍す
る７児との距離感があることが見て取れる。それは，
学級が７児と関わる機会が少なく，C 児のように，他
児が７児を多角的に見取る機会が少ないことが一因で
はないかと推測される。
Ⅳ．総合考察
１．担任の取組の有用性
　質問紙やビデオ分析，エピソード分析，学級集団地
図などを実施することによって，学級全体および対象
児童の変容が示され，担任の意図とねらいの実現が，
量的・質的な側面の双方で明らかになった。
　量的には，質問紙の尺度「基礎的対話力」や「創造
的対話力」の評定値が有意に高くなったのは，様々な
集団活動を通して，学級集団として，共に伸びていこ
うとする態度が培われたことを示している。また，自
分自身を大切にする尺度である「自己肯定感」の評定
値も伸びている。ビデオ分析から，発話者の内訳，発
話者の交代ともに児童の割合が半分以上を占めている
ことが明らかになった。これも，学級集団として，自
分たちで考えて動こうとする態度を育んでいるためで
あると考えられる。
　また，質的には，取組（δ）で培った担任と児童と
の日頃からの信頼関係を基盤として，取組（α）では，
「自分たちのこと（学級内の課題）は自分たちで話し
合って決める。決めたら守る。」という自己決定や集
団決定の経験を積み重ねて，自治的意識を育むことが
できた。取組（β）では，多様な個性が長所として肯
定され生かされる学級集団となり，集団の質が高まり，
集団の機能が向上したことがうかがえた。取組（γ）
では，学校という大きな規模で活動することで，学級
の一員であると同時に，学校の一員であるという意識
が強まり，協調性や参画意欲が高まったことが示され
た。これらの取組を通じて，配慮が必要な児童を学級
に包含することができ，担任の願いであった「自治的
な学級集団」を創造することができたと考えられる。
　上述のように，無形の学級集団を多角的に捉えて総
合的に分析することで，学級集団の構造や変容を「見
える化」することができたという点に，本研究の大き
な意義があると言える。
２．学級という「小社会」を創造する資質・能力
　文部科学省教育課程企画特別部会（2015）では，学
校とは社会への準備段階であると述べている。社会へ
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配慮が必要な児童をインクルーシブする学級活動の実践
―　学級という「小社会」を創造する資質・能力の育成　―
の準備段階として，小学校通常の学級では，各学年で
どのような資質・能力が必要か，本研究を通じて筆者
らが考えたことを下記に述べる。
　１点目は，各学年に応じたリーダーとしての資質・
能力を育むことが必要である。具体的には，本研究の
対象学年である小学校４年生では，中学年のリーダー
として，学校行事等を活用し，一人一役という明確な
役割と見通しをもって，集団活動に取り組んだ。同様
に，小学校１年生は，来年入学してくる保育園・幼稚
園児のお手本となる必要がある。そして，小学校２年
生は１年生のリーダーとして，３年生は低学年のリー
ダーとして，５年生は次期リーダーとして，最高学年
である６年生が学校という「中社会」のリーダーとし
て，例えば，６年生１人に対して，１年生１人と担当
児童を決めて，１年生が抱える，いわゆる「小１プロ
ブレム」の状況を緩和する関わりを設定したり，次期
リーダーの５年生にリーダーとしてのあるべき姿を示
したりする機会を設けたりして，リーダーシップを発
揮する集団活動を意図とねらいをもって仕組む必要が
ある。最初は，小さな社会でリーダーシップを培い，
成功体験を積み重ね，徐々に大きな社会へと広がりを
もたせていく。集団活動の機会を逃さず，誰しもがリー
ダーとして活躍する場を設定する。このように，ス
モールステップの技法を取り入れて，一人一人が自分
のベースでリーダー性を育んでいく。
　２点目として，各学年に応じたフォロワーとしての
資質・能力を育むことが必要である。具体的には，本
研究のビデオ分析でも明らかになったように，学級活
動の話合いの際に，ただ反対意見を発言するのではな
く，代案や条件付き賛成を行ったり，友達の意見を聞
いて，発言内容に納得し，自分の意見を変えたりする。
自分の立場や意見を分かりやすく相手に伝えることが
一番大事だが，それと同時に，他者の意見を受け入れ，
自分の意見を改めて自問自答する経験は，小学校低学
年からの積み重ねが必要なことである。そのような資
質・能力は，集団や組織を意識してはじめて身につく
ものである。ただ話合いに参加するだけではなく，学
級内にある共通の目的に向かって，学級活動に参画す
る態度が求められている。そのような態度を身につけ
ることによって，将来，本当の社会に出た時に，「全
員参画型社会」や「一億総活躍社会」の実現につなが
るのではないかと考える。
　これらのリーダーシップやフォロワーシップを合わ
せて，メンバーシップといい（文部科学省・国立教
育政策研究所，2014），メンバーシップを養うことで，
集団への所属感や自己有用感，集団への貢献感等が育
成されることになるであろう。
　３点目としては，多様性を認めるという資質・能力
を育むことが必要である。前に示したように，今後ま
すます多様な個性や持ち味がある児童が増えてくると
予想される。そのような多様な社会で生き抜くために
は，小学校段階で，具体的に，また実践的に多様性を
認める機会を設定しなければならない。本研究でも，
「すみっこチーム」と名付けて存在価値を集団に認め
られたり，一人の人間を線や面で捉えることなく，立
体・多角的に捉える集団活動を設定したりするエピ
ソードがあった。こうした１つ１つの取組により，児
童自身に多様性に富む社会の実現に向けた準備ができ
る。
　いじめが深刻化したり不登校や自殺が繰り返された
りしている現代において，前述したメンバーシップや
多様性を認める資質・能力は，自分たちの学級（学校・
社会）を自分たちの活動により，よりよくしていこう
とする意識につながる。これからの社会を創造するの
は，子どもたち自身なのである。子どもの自治的な能
力を育むことに対して，今以上に注目されなければな
らない。
３．実践者から見た研究の意義
　児童は物心がつき，世の中のことが何となく分かり
始めた頃に小学校へ入学する。「学級」という小さな
社会で毎日の日々を送り，その中で，「友達と一緒に
過ごして楽しい」と自分の居場所を感じたり，時には，
友達と自分を比べて優劣を感じたりもするだろう。そ
のような学級という「小社会」の評価者は，教師であ
り，学級の友達でもある。
　障害の有無に関わらず，すべての子どもたちが役割
を与えられ，自分の行ったことに対して正当に評価さ
れることを通して自己有用感を高め，居場所を感じら
れる学級づくりをしていくことが学級担任としての責
務であると考えている。教師や友達から認められるこ
とで自尊感情が芽生え，社会を肯定的に受け入れ，社
会に参画していこうとする意志が生まれると考えるか
らである。
　まず，学級の仕組みが「分かりやすい」ことが大切
である。係活動の担当曜日を決め，帯タイムなどで活
動時間を保障した。そうすることで，すべての児童に
役割を与えることができた。係活動だけでなく集会活
動でも，飾りつけ係や景品係，説明係など一人一役の
全員参加で行った。それぞれの得意分野でできること
をやれば良いというメッセージを担任が日常的に発信
したので児童も自然に不公平感なくお互いを受け入れ
た。また，担任が代わっても学びの連続性を保てるよ
うに学校全体で話合い活動の板書の仕方を統一した。
板書をパターン化することで話合いの質の向上に指導
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配慮が必要な児童をインクルーシブする学級活動の実践
―　学級という「小社会」を創造する資質・能力の育成　―
の中心をおくことができた。またその都度，学級の実
態に合わせ，話合いのめあてを変え，理由をつけて，
提案理由に沿ってなど，それらを意識化させた。担任
の話では，めあてに対しての評価を必ず行った。日々
の振り返りについても同様で，一日の振り返りを行い
「自分自身を分かる」ことが明日への成長につながっ
ていくと考えている。
　学級担任は，「分かりやすい授業」と同様に「分か
りやすい学級」の構築に努めなければならないと考え
ている。
４．今後の課題
　本研究では，学級活動の効果を測るために「児童の
実態調査アンケート」を用いたが，今後は標準化され
た質問紙を用いることが挙げられる。また，本研究で
用いた４つの分析方法の組み合わせが最も適切である
のかという検討も必要である。
　本研究の目指す姿であるインクルーシブ教育は，特
別支援学級に在籍する児童を含む学級集団である。そ
のためには，特別支援学級に在籍する児童と関わる機
会をいかに多く設け，学級に位置づけるかということ
が今後問われなければならない。また，他教科で育成
される資質・能力との関連性を明らかにすることも重
要な課題である。
【付　記】
　本研究にご協力いただいた脇田文子教諭，岡本亜衣
教諭に心より御礼申し上げます。
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